
Ｂ
Ｍ
Ｗ
社
や
三
菱
重
工
業
な
ど
も
視

察
に
訪
れ
、
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め

て
い
る
東
洋
パ
ー
ツ
（
埼
玉
県
長
瀞
町
）。

１
９
５
３
年
の
創
業
以
来
、
〝

人
が
や

ら
な
い
こ
と
を
や
る
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に

会
社
を
発
展
さ
せ
て
き
た
小
菅
一
憲
会

長
は
「
雑
誌
や
テ
レ
ビ
の
情
報
は
、
み

ん
な
が
見
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
の

通
り
や
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
大

事
な
こ
と
は
自
分
が
信
じ
る
道
を
歩
む

こ
と
」
と
力
説
す
る
。

同
社
の
主
力
製
品
は
、
自
動
車
用
・

産
業
車
輌
用
の
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
、

オ
イ
ル
ポ
ン
プ
、
バ
ル
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
、

過
給
器
と
い
っ
た
「
重
厚
長
大
」
型
産

業
の
パ
ー
ツ
。
な
か
で
も
国
内
ト
ラ
ッ

ク
用
の
パ
ワ
ー
ス
テ
ア
リ
ン
グ
加
工
品

で
は
、
約
８
割
の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
ほ

ど
の
実
力
を
持
つ
。

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
後
、
日
本
の
産

業
構
造
は
「
軽
薄
短
小
」
型
に
シ
フ
ト

し
て
き
た
が
、
小
菅
会
長
は
あ
え
て
時

流
と
は
逆
の
「
重
厚
長
大
」
型
産
業
に

挑
戦
し
続
け
て
き
た
。
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
産
業
が
全
盛
を
迎
え
た
と
き
は
、

あ
え
て
重
厚
長
大
産
業
に
挑
戦
し
つ
づ
け

時
代
を
切
り
拓
く
!!

東
洋
パ
ー
ツ
（
株
）

同
社
の
業
績
に
も
影
響
が
出
た
が
、「
軽

薄
短
小
」
型
産
業
の
多
く
が
海
外
移
転

を
加
速
さ
せ
た
頃
か
ら
風
向
き
が
変
わ

っ
た
。
国
内
の
産
業
空
洞
化
が
起
こ
り
、

高
い
技
術
力
を
持
つ
企
業
が
激
減
し
て

し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
の
結
果
、
同
社
は
、

数
少
な
い
有
力
工
場
と
し
て
評
判
を
呼

び
、
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
が
集
中
す
る
こ

と
に
。

「
04
年
に
は
岩
田
第
２
工
場
（
長
瀞
町
）

を
06
年
に
は
み
ど
り
が
丘
工
場
（
秩
父

市
）
を
新
設
し
た
が
、
い
ず
れ
も
世
間

は
不
景
気
の
と
き
で
、『
な
ぜ
こ
ん
な
と

き
に
』
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

タ
イ
ミ
ン
グ
は
バ
ッ
チ
リ
だ
っ
た
」
と

小
菅
氏
。
ま
さ
に
挑
戦
者
と
い
っ
た
感

じ
だ
。
今
後
の
同
社
の
展
開
に
注
目
し

た
い
。

本
社
・
〒
３
６
９
│
１
３
１
１

埼
玉
県
秩
父
郡
長
瀞
町
岩
田
８
７
７

1
０
４
９
４
│
６
６
│
２
１
２
１

http://toyoparts.com
/

環
境
技
術
と
先
端
技
術
が
結
集
!

自
動
車
産
業
を
テ
ー
マ
に
技
術
ア
ピ
ー
ル
!!

２
月
２
日
（
金
）、
第
13
回
目
の
「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
が
行
わ
れ
る
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
、
技
術
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
の
お
家

芸
と
も
い
え
る
「
自
動
車
産
業
」。
近
年
、
穀
物
な
ど
か
ら
つ
く
る
「
バ
イ
オ
燃
料
」、
そ
れ
ら
を
燃
料
に
走
る
エ
タ
ノ
ー
ル
車
な
ど
、

環
境
配
慮
型
の
自
動
車
づ
く
り
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
今
回
も
最
先
端
で
研
究
・
開
発
を
し
て
い
る
達
人
た
ち
の
話
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス

ヒ
ン
ト
を
掴
ん
で
ほ
し
い
。

求むInnovation Partners!!

イブニングサロン公式サイト
http://www.otacci.or.jp/̃
commons/evening.htm

発 行
「イブニングサロンNEWS」を発行する会
（事務局・東方通信社）
TEL:03-3518-8844
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みどりが丘工場を案内する小菅会長



日
本
で
は
排
出
ガ
ス
が
環
境
を
汚
染
す

る
と
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
の
風
当
た

り
が
強
い
が
、
実
は
燃
費
が
い
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
排
出
ガ
ス
の
問
題
を

ク
リ
ア
し
て
い
け
ば
、
今
後
新
し
い
展
開

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で

注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
日
産
デ
ィ
ー

ゼ
ル
工
業
が
独
自
開
発
し
た
「
尿
素
Ｓ
Ｃ

Ｒ
（
選
択
的
触
媒
還
元
）
シ
ス
テ
ム
『
Ｆ

Ｌ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
』」。

現
在
、
05
年
10
月
１
日
か
ら
国
内
で
販

売
さ
れ
る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
自
動
車
に
は
、
世

界
一
厳
し
い
「
新
長
期
規
制
」（
平
成
17
年

排
出
ガ
ス
規
制
）
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、

同
社
は
04
年
11
月
に
約
１
年
近
く
前
倒
し

し
て
、
世
界
で
初
め
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

適
合
さ
せ
、
生
産
・
販
売
を
開
始
し
話
題

を
集
め
た
。

こ
れ
は
ア
ン
モ
ニ
ア
（
Ｎ
Ｈ
３
）
が
窒

ク
リ
ー
ン
で
燃
費
が
い
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
未
来
形
は
こ
れ
だ
!!

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

バ
イ
オ
燃
料
の
可
能
性
を
研
究
!!

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業(

株)

石
油
に
代
わ
る
自
動
車
燃
料
と
し
て
、

穀
物
な
ど
か
ら
つ
く
る
「
バ
イ
オ
燃
料
」

が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
バ
イ
オ
燃
料
は
、

燃
焼
時
に
放
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
２
）
が
植
物
の
成
長
時
に
吸
収
し
た
も

の
と
同
量
で
あ
る
た
め
、
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ

２
を
増
加
さ
せ
な
い
利
点
が
あ
る
。
ブ
ラ

ジ
ル
で
は
さ
と
う
き
び
か
ら
バ
イ
オ
燃
料

を
製
造
、
実
用
化
し
て
い
る
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
の
自
動
車
メ
ー

カ
ー
各
社
も
、
原
料
高
や
深
刻
化
す
る
温

暖
化
問
題
の
流
れ
か
ら
バ
イ
オ
燃
料
を
利

用
で
き
る
エ
ン
ジ
ン
の
開
発
を
行
い
つ
つ

あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
「
利
点
ば
か
り
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
」
と
話
す
の
は
、
バ
イ

オ
燃
料
研
究
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
群
馬
大

学
工
学
部
の
志
賀
聖
一
氏
。
志
賀
氏
は
い

ろ
い
ろ
な
エ
ン
ジ
ン
の
基
礎
的
研
究
か
ら

開
発
的
研
究
ま
で
幅
広
く
行
っ
て
い
る
。

志
賀
氏
は
「
穀
物
精
製
に
よ
る
燃
料
が

普
及
し
た
と
し
て
も
、
農
地
が
狭
く
コ
ス

ト
競
争
力
の
低
い
日
本
は
結
局
輸
入
に
頼

ら
ざ
る
を
え
な
い
。
ま
た
、
穀
物
価
格
が

高
騰
す
る
可
能
性
が
大
き
く
、
流
通
や
価

格
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も

懸
念
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）

を
意
識
し
て
研
究
・
開
発
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
話
す
。
Ｌ
Ｃ
Ａ
と

は
、
製
造
か
ら
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル
ま
で

一
連
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
を
通
じ

て
、
よ
り
環
境
負
荷
の
少
な
い
製
品
や
サ

ー
ビ
ス
づ
く
り
を
目
指
す
動
き
の
こ
と
。

バ
イ
オ
燃
料
の
産
業
化
が
実
現
す
る
か
ど

う
か
は
、
日
本
の
産
業
構
造
を
全
体
で
と

ら
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
志
賀
氏
の
研

究
に
ま
す
ま
す
注
目
が
集
ま
り
そ
う
だ
。

〒
３
７
６
―
０
０
５
２

群
馬
県
桐
生
市
天
神
町
１
―
５
―
１

1
０
２
７
７
―
３
０
―
１
５
１
６

h
ttp
://w

w
w
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e
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u
n
m
a
-u
.a
c
.jp
/

群
馬
大
学

志
賀
聖
一
　
助
教
授

素
酸
化
物
（
Ｎ
Ｏ
ｘ
）
と
化
学
反
応
す
る

こ
と
で
、
窒
素
（
Ｎ
２
）
と
水
（
Ｈ
２
Ｏ
）

に
還
元
さ
れ
る
原
理
を
応
用
し
て
お
り
、

タ
ン
ク
に
入
っ
た
尿
素
水
を
排
気
中
に
噴

射
す
る
こ
と
で
高
温
下
で
加
水
分
解
さ
せ

ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
を
得
る
と
い
う
も
の
。

従
来
と
比
較
す
る
と
ク
リ
ー
ン
な
だ
け
で

な
く
、
燃
費
も
い
い
。
同
社
で
は
、
今
後
、

三
菱
ふ
そ
う
に
も
供
給
を
予
定
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
ダ
イ
ム
ラ
ー
ク
ラ
イ
ス
ラ

ー
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化
し
て
お
り
、

欧
州
で
も
す
で
に
普
及
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
し
か
も
メ
ル
セ
デ
ス
・
ベ
ン
ツ
で
は

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
乗
用
車
ま
で

生
産
し
て
い
る
。

同
社
執
行
役
員
常
務
の
小
川
博
氏
は

「
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
り
、
競
争
も
激
し
く
な

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
当
社
は
先
行
者

と
し
て
の
自
信
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
る
。
日
本
が
生
ん
だ
環
境
技
術
が
世
界

を
席
巻
す
る
か
注
目
し
た
い
と
こ
ろ
だ
。

〒
３
６
２
―
０
０
４
６
埼
玉
県
上
尾
市
大
字
壱
丁
目1

番
地

お
客
様
相
談
室
　
1
０
１
２
０
―
６
７
―
２
３
０
１

h
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d
e
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志賀氏の研究に注目が集まる

環境に配慮した同社の
トラック

技術に自信を見せる
小川常務



ATACは、企業OBがノウハウを生かして
社会貢献を展開している技術者集団。今
回は、沖縄のATACメンバーが展開する
八重山モズクンそばをPR。これは沖縄県
八重山地方の海で育った天然モズクを麺
に練りこんだもの。モズクの中に含まれ
るフコイダンをタップリ使用しているの
で、健康効果はバツグン。しかも合成保
存料、合成着色料、化学調味料などは一
切使用していないスグレモノだ。

（株）八重山の宝
10980-82-4826
http://yaenotakara.jp/
http://www.atac.ne.jp/（ATAC）

光技術を中心としたシーズとニーズの
融合による新産業の創成を目指した大
学院大学。学生には企業を実際に設立
させ、3年間運営してもらう。そこでビ
ジネスモデルを構築し、実績を失敗を
まとめて論文にすることで、博士号を
授与するというユニークな仕組みを採
っている。隣接する浜松ホトニクスが
持つ貴重なシーズをどのようにビジネ
スに結びつけるか、多方面からの注目
を集めている。

〒431-1202 静岡県浜松市呉松町1955番1
1053-484-2501
http://www.gpi.ac.jp/

沖縄モズクを練り込んだそば
シニア技術者集団ATAC 荒川守正氏

イブニングサロンでは毎回、自社商品をアピールするコーナーを設けています。今回は北海道から沖縄まで
全国から4社が自慢の商品や情報を持ってプレゼンテーションに挑みます。「自社で取扱いたい」という企業
がありましたら、ぜひ交流会で交渉してみてください。

光産業の創成を追求
光産業創成大学院大学・部谷学氏

健康効果も抜群のモズクそば

もずくから光産業まで自慢の技術が集合!!

自社商品アピールコーナー

光ビジネスの最前線

同社は1935年の創業以来、モノづくり
でオンリーワン技術に挑戦し続け、福
井を飛び出しグローバル規模で展開し
ているプロ集団。主力製品は産業用機
械類、工具 、工作機械などで、とくに
複合加工を行なうマシニングセンタの
開発設計・製造では世界でもトップク
ラス。なかでも「CUBLEX-25」は5 軸
マシニング、旋削、研削の3 つの機能
を1 台に集約したパワーマシンで同社
の自信作だ。

〒910-8530 福井県福井市漆原町1-1
TEL0766-56-8100
http://www.matsuura.co.jp/

世界トップクラスのマシニング技術
（株）松浦機械製作所・池田正幸氏

同社自慢の「CUBLEX-25」

北海道産稚内層珪藻頁岩を原料にした
製品をつくるパイオニア。そのひとつ
が「豊ヘルス」という内装用タイル。
湿度が60㌫以上で吸湿し、湿度が下が
ると放湿するという自律性自然呼吸の
機能を持ち、消臭効果により室内をさ
わやかにする室内壁装材。また、床下
に撒くだけで、カビ・ダニの発生防止、
消臭、結露防止に効果がある「豊ドラ
イ」なども販売している。

〒070-8006 北海道旭川市神楽６条11丁目1-24
TEL0166-61-4741
http://www1.odn.ne.jp/suzuki-sangyou/

吸湿性バツグンの自然素材
鈴木産業（株）・鈴木徳雄氏

吸湿性は炭を上回る

自慢の技術をPRしたい企業の
ためのメッセージボード

AD Space
掲載ご希望の方はご連絡ください

ryot@tohopress.com

お客様の高度なニーズを実現いたします
Jeyecore（ジェイコア）が50μ

以下の超微細加工を実現!!

(株)ジェイネット

TEL：048-973-1030
http://www.jng.co.jp/



秩父で「人工衛星」講演会開催
「秩父イブニングサロン」の設立で盛り上がる秩父地域では、現在人工衛星で町の産業
と観光を活発化させようと勢いづいている。さっそく「人工衛星を打ち上げる会」を立
ち上げ、１月20日には、人工衛星研究の第一人者である東京大学大学院航空宇宙工学専
攻の中須賀真一教授を地元に招き、講演会（主催は西秩父商工会、西秩父商工会工業部
会、秩父人工衛星を打ち上げる会、後援は小鹿野町、小鹿野町教育委員会、東方通信社）
を埼玉県小鹿野文化センターにて開催した。
当日の朝日新聞・埼玉版には講演会開催のニュースが掲載され、地元の期待の大きさ
がうかがえた。講演会の冒頭では、西秩父商工会工業部会会長の垣堺正男氏（垣堺精機
社長）が、ここに至るまでの経緯を観客に説明。月刊『コロンブス』06年2月号に掲載
された中須賀教授の記事を読んで「空き缶大の人工衛星がつくれることにビックリした。
これなら自分たちでもできそうだ」と思ったと。その後、みんなに呼びかけてここまで
の動きになったことを説明した。
中須賀教授は講演のなかで「企業からもいろいろなアイデアが出てくることを期待し
たい」と秩父の活動にエールを送った。実際のところ、東大は超小型衛星キューブサッ
トを数千万円前後のコストで、2～3年をかけて打ち上げた。中小企業でもがんばれば打
ち上げられる可能性がある。とはいっても中小企業が本業を行いながら製作していけば、
完成は5年～10年はかかってしまう。また秩父地域の中小企業だけでは、技術集積も足
りない。
そこで「人工衛星打ち上げる会」では、全国から
人工衛星づくりに興味ある企業や団体を募集するこ
とにした。この秩父地域をモデル地区とし、各都市
で同様の「打ち上げる会」を発足。各地の「打ち上
げる会」をネットワークし、ノウハウを提供しあっ
たり、関連イベントを開催していく予定。興味ある
方はぜひご一報ください。

人工衛星を打ち上げる会事務局（東方通信社内）
03-3518-8844
e-mail：ryot@tohopress.com

わ
れ
た
。
ち
な
み
に
第
２
回
目
は
２
月

11
日
、
第
３
回
目
は
２
月
24
日
に
行
わ

れ
る
。
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
実
績
の

あ
る
安
田
耕
平
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ク
リ
エ

イ
ト
社
長
や
松
田
修
一
・
日
本
ベ
ン
チ

ャ
ー
学
会
会
長
と
い
っ
た
豪
華
な
講
師

陣
た
ち
に
よ
る
講
義
も
予
定
さ
れ
て
い

る
。

新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
の
世
話

人
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
支
援
の
プ
ロ
た
ち
に

よ
っ
て
、
06
年
に
設
立
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
新
都
心
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
は
、
埼
玉
県
か
ら
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
塾
」
の
開
催
・
運
営
を
受
託
。

１
月
27
日
に
は
開
塾
式
が
行
わ
れ
、
第

１
回
目
（
全
３
回
）
の
講
義
が
行
わ
れ

た
。
同
塾
で
は
特
許
取
得
や
産
学
連
携
、

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
と
い
っ
た
実
践

的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

第
１
回
目
は
野
長
瀬
裕
二
・
山
形
大

学
教
授
に
よ
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
企
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
と
内
田
保

雄
・
ア
イ
ピ
ー
オ
ー
社
長
に
よ
る
「
新

製
品
開
発
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
」
が
行

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
が
活
動
開
始
!!

★イブニングサロンの主な世話人
江田元之（財）さいたま市産業創造財
団・理事長／星野弘志 埼玉県産業労働
部新産業育成課・課長／村重嘉文（財）
埼玉りそな産業協力財団・顧問／野長瀬
裕二（学）山形大学大学院理工学研究
科・教授

★主な企画運営委員
山田穎二（財）浜松地域テクノポリス
推進機構・事業推進部長／江原秀敏
コラボ産学官・常任理事・事務局長／
古川猛　月刊『コロンブス』編集長
（東方通信社）／根津紀久雄　NPO法
人北関東産官学研究会・理事長

月刊『コロンブス』が
元気企業を取材します!!
産業栽培誌・月刊

『コロンブス』（東方
通信社発行）には、
野長瀬裕二教授の連
載コーナーのほか、
地元の元気企業を紹
介するコーナーもあ
ります。これまで、
さいたま市産業創造財団の江田
理事長（04年10月号）やNECパ
ーソナルプロダクツの柴田執行
役員（06年2月号）など、イブ
ニングサロンの関係者・参加者
たちの取材記事を多数掲載して
きました。今後、取材を希望さ
れる方はご連絡ください。
問合せ：東方通信社月刊『コロンブス』
編集部　TEL：03-3518-8844

サロン公式サイトに
ニュース創刊号をアップ
第10回新都
心イブニング
サロンで創刊
された「イブ
ニングサロン
ニュース」は、
新都心イブニ
ングサロン公
式サイトおよび発行事務局の東
方通信社サイトにてアップされ
ています。第3号までアップし
ていますので、ご覧下さい。

今後も引き続き、さまざまな
角度からニュースを発信してい
きたいと思います。新商品や新
技術の開発や産学連携事業の開
始といった新情報からご意見・
ご要望までふるってお寄せくだ
さい。

★新都心イブニングサロン公式サイト
http://www.otacci.or.jp/̃
commons/evening.htm
★東方通信社サイト
http://www.tohopress.com
問合せ：03-3518-8844  担当：滝口
e-mail：ryot@tohopress.com

中須賀教授を囲む秩父のメンバー

サロン公式サイト

「コロンブス」
2月号

NPO発起人の野長瀬教授

「
新
都
心
イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン
」
か
ら
生
ま
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
本
格
展
開
を
開
始
し
た
。


